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研究成果の概要（和文）： 本研究は、野生食物資源の多様な利用の意味を、それに依存する人びとが健康的な生活を
営んでいることに着目し、微量元素摂取からとらえ、環境への文化的適応を明らかにすることを目的とした。野生食物
利用と自然への適応の高い狩猟・採集・農耕に従事する集団を対象とし、ラオス北部、パプアニューギニアを主な調査
地として、比較研究として南部アフリカを事例とした。

研究成果の概要（英文）：Dietary intake has a significant impact upon the health status of human 
communities. Understanding the relationship between diet and health is particularly important in light of 
recent global health problems that are intimately connected with dietary habits, such as micronutrient 
deficiency and non-communicable disease. To further understand the nature of this relationship, we have 
developed a methodology that encompasses analysis of dietary trace elements in foods as well as minerals 
present in local water and soil. In addition to this we collect data on the health status of the local 
community. Thus it is possible to elucidate the relationship between health, diet and environment. We 
have already conducted this research at two field sites in Laos and Papua New Guinea. For purposes of 
comparison we hope to carry out the same methodology in Zimbabwe.

研究分野：地理学
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１．研究開始当初の背景 
 野生生物を利用する食生活を通じた環境
と社会の結びつきの深い社会集団では、多様
な野生生物の摂取が食生活の特性としてあ
げられる。これらは、個々の摂取量は小さい
ため、マクロなレベルでは見過ごされがちな
食料源であるが、実は一定量で食べられてお
り、しかもおいしいものとして食べられてお
り、住民の食生活において意味のあるもので
あることがわかってきた。季節変化や年変化
に伴うバラエティに富んだ利用の総体は、現
地の人びとの食生活を組み立てる基本であ
り、行事など社会組織維持活動にも欠かせな
いものでもある。そして、ローカルな市場経
済において、嗜好品的な役割を果たしている
こうした食材は高値で取引され住民の現金
収入源としても重要な位置を占める。 
 これまでの環境適応研究において資源利
用はエネルギー・栄養摂取や生産・社会的側
面からの研究が中心であった。その観点から
は、昆虫や野草類などエネルギー的な貢献の
低いとみなされる食物に対してはあまり注
目されることなく、補完的な食物としてある
いは嗜好品として扱われてきた。しかしなが
ら、自然界にある食物資源は生物であり、そ
れ自身の生命活動に必要な微量元素を含ん
でおり、人間の生命活動に不可欠な微量元素
を含んでいる。これらの摂取により人間は生
命体維持活動が可能となっている。これらは
自然界中に存在するので、人間は野生生物を
食物として介することによって摂取するこ
とができる。自然資源が維持されている地域
では、微量栄養素が栄養学的に不足している
確率が少ないことがわかってきた。この点に
たつと、野生生物による微量元素摂取の役割
を環境適応的に仮定することができる。 野
生生物資源利用は、微量元素摂取源として人
間の健康的な生命活動に不可欠であり、それ
が環境適応の歴史を作ってきたことが仮説
として考えられる。 
 野生生物資源の利用は画一的なものでは
なく、生息環境と文化との相互関連によって
成り立つ。 また、利用にあたっては、それ
に至るまでの諸条件が相まって人びとが得
ることができる。近年、分析技術の発達によ
りこれら微量元素の分析がまさにその生物
が利用されている地域・集団でのサンプル採
取から可能となってきた。ここに目を向け、
実証的に究明することは、従来の民族生態学
やフォーク・タクソノミーの研究を超えて、
潜在的な機能を発見し、人間環境における外
的世界に一つの自律的な作用因と構造性を
認めることにつながり、適応研究における地
理学的研究の有用性を示すことができる。そ
のためには、利用してきた地域社会と環境に
注目し、そこに物質循環とそれを成り立たせ
る地域社会条件との緊密な関係性を実証し、
その相互関連モデルを提示することにより、
文化的適応を環境と結びつけて解明するこ
とができると考えた。 

２．研究の目的 
 本研究は、このような生物生息と人間生活
とが相まって成り立つ生物資源による微量
元素摂取を、総合的な視点を統合することに
よって、地域人間−環境系の物質循環と、そ
れを獲得し生存してきた文化的適応を明ら
かにすることを目的とする。野生生物資源の
利用の卓越している地域を 対象とし、自然
条件の差異を勘案して、異なる環境社会での
共通性と差異を比較検討することによって、
より一般化できる機能的概念を提示する。 
 また研究方法において、現象を分析し理解
するために必要な栄養学、人類学、環境化学、
生態学の諸分野での知見を地域環境系に統
合するための、地理学が持つ空間的関連づけ
の方法をベースとした人間活動および自然
環境系の地域相互関連の研究枠組みかつフ
ィールド実証型の新たな方法論を構築する。 
 こうした野生生物資源の摂取は狩猟採集
活動によって行われる。野生生物資源の利用
と微量元素摂取との関連をみるための発現
形態としては、その効用を明示化する民族生 
物学レベル(言語レベル)、技術レベル、場所
認識、時間配分からとらえる。その人びとが
もつ野生生物資源への認識(フォーク・タクソ
ミー)レベルではどうか、そしてそれにとどま
らない場合、民族分類ではとらえられない場
所利用や獲得物を明らかにすることが考え
られる。野生生物を発見し獲得し食する技術
や獲得場所利用を通じて、潜在的に得ている
ことが考えられる。 
 具体的には野生生物の獲得の場の認識と
その環境条件(土壌、植生、動物相)、利用野
生生物種類と技術適応、摂取食物とその影響
評価栄養評価を軸とし、食生活、日常生活の
営みを社会経済的に解明することで、微量元
素の相互作用の中での循環を通じた貢献と
意義を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、地域分析モデルを構築し、これ
まで実地研究を進めてきたラオスで、フィー
ドワークによってそのモデルを検証した上
で、環境・社会条件の異同に注目して、展開
および比較可能な世界各地の主要な野生生
物資源食用地域を集落単位で選定し、実証研
究を行う。その結果をもとに修正モデルを提
示し、普遍化を目指す。そのために、以下の
項目について明らかにする。 
(1)住民の食べている食物の種類と量を明ら
かにし、食事全体での位置づけ、流通におけ
る経済価値を明らかにする。  
(2)摂取量の栄養・健康的貢献および物質循
環を明らかにする。  
(3)資源の生態と環境条件(土壌・植生)を住
民の土地利用とを絡めて明らかにし、微量元
素換算モデルを作成する。 
(4)物質循環と人間生活の持続性のメカニズ
ムを検討する。 
 具体的には、以下の項目についてデータ収



集と分析を実施する。 
(1)健康・栄養状態評価 
 各地域で成人男女計約 100 名を対象とし
て、体格、体組成の測定、微量元素栄養状態
の臨床診断、貧血検査、血中微量元素(鉄、
亜鉛、ヨウ素等)分析をおこなう。  
(2)食生活・食物摂取状況調査 
 食生活全般および、食事記録法(秤量法)で
食物摂取状況の把握をおこない、摂取食物の
バリエーション・栄養素等摂取状況との量的
貢献を明らかにする。そして野生生物料理調
査をおこない、料理のバリエーションを明ら
かにして、食生活の中の位置づけと知識を明
らかにする。 
(3)食用野生資源の成分分析 
利用野生生物を採集し、種同定、微量元素(鉄、
亜鉛、ヨウ素等)の成分分析を行う。 
(4)生業活動調査 
食料資源獲得活動を調査して、技術、時間配
分、知識を明らかにする。また、獲得量や頻
度を1年間の日誌法と一定期間の直接観察に
より測定する。あわせて生業活動一般も調べ
る。  
(5)環境調査 
土地条件調査による土壌タイプと土壌成分
分析、および植生調査による植生タイプと食
草の分析を行い、微量元素算出モデルを作る。 
 
４．研究成果 
 本研究は、自然環境に存在する微量元素摂
取の観点から、野生生物資源の食用が 人び
との健康および環境適応に寄与しているか
を明らかにし、微量元素摂取を通じ、地域の
自然−人間生態系の物質循環系モデルを構築
し、野生生物資源の食用が大きな役割を果た
すのではないかという仮説を検証すること
を目的として研究を進めてきた。また、研究
方法において、生業活動等の人間活動と地域
環境を構成する諸要素をミクロからマクロ
まで連関するものとして、地理学をベースに
栄養学、人類学、環境化学、生態学の文理に
わたる多分野が融合する統合研究として、 
かつ、人間活動の行動観察、試料の分析、環
境成因の分析を総合するフィールド実証型
の新たな方法論を構築してきた。 
 調査対象地として、ラオス北部山間地の焼
き畑山村（2010 年度）、パプアニューギニア
セピック川流域サゴヤシ村（2011 年度）を選
定し、現地での調査許可・説明のもと、本調
査のテーマに即して対象とした村在住の 20
〜40歳女性の約100名について、健康診断（身
体計測、ヘモグロビン濃度測定、血圧測定）、
食生活調査、利用食物調査を実施した。そし
て、住民の食事パタン抽出後、調査者を選定
し、食事記録調査（陰膳調査）法を実施し、
全摂取種類と部位を食物サンプルとして得
た。これをもとに、摂取量、含有成分、微量
元素を測定分析した。そして、調査対象者か
ら毛髪採取を行い、PIXE 法による摂取微量元
素を測定した。その後、それらのデータ分析、

及び、自然生物資源の食用を介した微量元素
の摂取量とその健康への効果の検証を実施
した。各地で特徴的な野生動植物食物が、少
量の食用利用であっても、銅、鉄、亜鉛、マ
ンガンなど健康に役立つと考えられる微量
元素摂取に役割を果たしており、健康的な生
活に役立っていることが明らかになった。一
年間の食生活パタンと利用生物の種類と傾
向を明らかにするため、食事日誌法を用いて
ラオスの事例の分析とパプアニューギニア
の事例のデータ収集を行った。また、利用生
物資源の獲得にかかわる活動（採集、狩猟、
農耕）の技術・生態・社会制度と土地利用お
よび活動範囲について聞き取りおよび参与
観察調査を実施して、多様な生物資源利用の
活動実態とその要因を明らかにした。また、
土地環境条件について自然地理学的に調査
を行い、ラオス山地部の硬質土壌の特性およ
び地形的特徴、いっぽうパプアニューギニア
セピック川流域の熱帯泥炭土壌と地形的特
徴を明らかにし、その自然地理学的条件を背
景とした土地利用の分布を明らかにした。こ
れらの結果は、個々の事例を個別論文や著書
などで発表してきたが、2013 年度には主に国
際地理学会議で「栄養と地理学」と題したシ
ンポジウム・セッションを設けて、多様な野
生動植物の食料摂取が健康に及ぼす役割と
物質循環を明らかにし、統合的な方法論とし
て発表し、あらたな地理学的アプローチの可
能性を議論した。さらに比較検討を進めるた
めに、南部アフリカ地域を事例として、野生
動植物利用の盛んな地域・集団について現地
調査地の選定と予備調査を実施した。乾燥サ
バンナ帯の農業地であるが、多様な自然資源
利用がみられ、アリ塚土を肥料に利用した持
続的農耕の特徴も明らかになった。今後の本
調査に向けて、サンプル採集方法と本研究の
テーマである微量元素獲得による人間−環境
関係研究へのさらなる適用の可能性をワー
クショップにおいて討論した。 
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